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関西広域計画 2025年 広報イメージ案 行政計画とは別途の議論の場 

提案の背景  

【位置づけ=第三者からの提案】自由な意見のとりまとめ 本委員会はまとめ役 

現計画は現状と課題の認識に重きが感じられ、デザイン的に見える化を図り、より求心力を

高めることとしたい。 

 

「KANSAI STYLE 2025ビジョン」たたき台 

このビジョンは、関西が持つ独自の歴史文化に根差した豊かな生活・ビジネスのスタイル

を活かして、持続的に発展する世界的なモデルを 2025 年に目標に達成(税、資金の投入)する

ことを示している。【現計画の見える化＝表現編集案】 

大阪・関西万博、IR を視野に置いた 2025 年を目標とする関西の官産学をはじめ多くの多

様なサポーターが集まり、実現すべき 5 つのテーマを設定する。 

 

「KANSAI STYLE 2025ビジョン」 

 

   

「KANSAI STYLE 2025ビジョン」たたき台 
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【ねらい】 

2025年万博に向けて、個人の豊かな生き方(ライフスタイル)を中心に既に持ってい

る関西の魅力をグローバルな観点から評価し、その良さを発展、アピールする。 

資料１ 



 

 

 

 

 

 注)各キーワードは想定でキーワードやシンボル的事業などを整理する必要がある。 

 

参考【体制と手法】現在の体制との連携について要検討 

5 つのテーマ部会の設定とタスクフォース・サポーター等のワーキング活動の場の設定 

 

•南海トラフ対応 ★首都機能のバックアップ、２極化

•減災対応
セイフティスタイル

•新幹線網の強化(北陸新幹線等) ★デジタル化

•高速道路ネットワーク網の確立(ミッシングリンクの解消)
インフラスタイル

•ワークスタイル(ワーケーション、働き方改革、ジェンダー)

•イノベーションスタイル(創業、起業、スタートアップなど)
ビジネススタイル

•全圏域インバウンド

•ライフスタイル観光
ツーリズムスタイル

•歴史文化、自然

•コミュニティ、アート
ライフスタイル

5つの部会

•セイフティスタイル

•インフラスタイル

•ビジネススタイル

•ツーリズムスタイル

•ライフスタイル

各ワーキングチーム

• NPO等市民団体

•民間企業等オピニオ
ンリーダー

•都道府県、政令市

•担当省庁、出先機関

大阪・関西万博＋IR 


